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造 Fで，それは Lazarov-Pasternack によって定義された異種特性類 (LP(F) と書く)を Mの 3 次
元コホモロジーに持つ事が知られている。その異種特性類の幾何学的意味を， Fの(葉体の)定性的
閉多様体M上の，対象とする葉層構造は，
Fの各葉体は各々一つの Hの葉体に含まれる事である。この Hは F の第 1 拡張と呼ばれ
る。得られた一つの解答は次の定理で、ある。
性質に求めるという一つの基本的な問題について考える。
本論文では，上の問題について，最も簡単な場合，即ち， Mが向きづけ可能な 3 次元閉多様体であ
る場合に，一つの解答を与えた。
考える定性的性質は第 1 拡張性で， F が第 1 拡張可能であるとは，ある C∞級余次元 1 葉層構造 H
が存在して，
その 1 次元ベッチ数は 1 でないものとする。この時，次の二多様体Mは上のようなもので，定理
つの条件は同値である。
異種特性類 LP(F) は零である。(1) 
Fは第 1 拡張可能である。
上の定理の出発点となっているのは，閉多様体上の余次元 2 リーマン葉層構造のある分類に関する，





まず，条件(2) (第 1 拡張可能である事)が条件(1) (異種特性類が零である事)
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容易である。
さらに，その事は，もし F が特異点をもっ第 1 拡張H を持つ時，その異種特性類 LP(F) がHの特
異点集合Zの近傍のコホモロジーの要素に局所化され得る可能性を示唆している。実際， LP(F)の局
所化類が定義出来て，1:がFのコンパクト葉体の和集合の時，その幾何学的意味を与える事が出来る。
その事の応用として， Molino の分類において， F がコンパクト葉体を持つ場合， LP(F) を Mの基本
ホモロジ一類で計る事により それが零であるか否かが判定出来る。
また， F がコンパクト葉体を持たない場合は， Blumenthal による一つの結果を使って，葉体の次







M を向きづけ可能な 3 次元閉多様体で第 l ベッチ数が 1 でないものとし M上の余次元 2 のリーマ
ン葉層構造Fでその法束が自明であるものを考察の対象とする。
大和君は本論文において ， Fのラザロフーパステルナック特性類が消えるためには， M上の余次元
1 の葉層構造でその各葉体がFの葉体の和となっているものが存在することが必要十分であることを
証明した。
証明のために，オイラ一類に対するレフシェッツの局所化に対応して，特異点をもっ葉層構造の特
性類の局所化の概念を定義し これを用いて上記の事実の証明を与えている。この局所化特性類の概
念は一般の葉層構造の研究にとっても有用である。
これらの著しい成果は，理学博士の学位論文として十分価値があるものと認められる。
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